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研究成果の概要（和文）：本研究は、中央研究院台湾史研究所や新庄市立図書館等に所蔵された貴重文書を使って、蘭
領ジャワまで拡がる堤林のビジネス・ネットワークのみならず、戦前期のジャワにおける台湾籍民や華僑の実情、そし
て日本の「熱帯」認識も検討した。この作業の過程で、植民地期台湾の財界の中心的人物であった三好徳三郎の残した
史料群の『三好徳三郎関係資料』や『旧台湾銀行文書』を発見し、日本―台湾―東南アジアとのネットワークに関する
将来的な研究可能性をひろげることができた。また、本研究を通して、台湾の中央研究院台湾史研究所の鍾淑敏氏との
親密な協力関係をつくることができたのは、次の研究計画につながる大きな成果の一つである。

研究成果の概要（英文）：Drawing upon little archival sources of Kazue Tsutsumibayashi in Taiwan and 
Japan, this research has explored (1) his business networks expanding into Dutch East Indies, (2) the 
realities of Taiwanese with Japanese citizenship and Chinese merchants in Java before the World War II, 
and (3) the perception of the Japanese towards the “Tropics”. In this process, I have discovered the 
first-class primary sources upon a Japanese businessperson in colonial Taiwan (Tokusaburo Misoshi) and 
the Bank of Taiwan. In future, these sources will take me to more fruitful research on the networks of 
Japan-Taiwan-Southeast Asia. Through this research, it is a promising result for the next project to have 
worked together with Professor Shu-ming Chung, Deputy Director, Academia Sinica (Taiwan).

研究分野： 経済史

キーワード： 経済史
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１．研究開始当初の背景 
 これまでの経済史研究の関心は、温帯にお
いて可能となった「工業化パラダイム」に基
づくものであり、「熱帯」を射程に入れてい
るとはかならずしもいえなかった。しかし、
近年盛んに議論されるようになった環境史
の文脈を念頭におけば、熱帯を温帯における
工業化の基盤としてだけとらえることはで
きない。熱帯には、圧倒的に不安定な環境条
件に対して、柔軟に対応する生存基盤が存在
することが明らかにされつつある。そうであ
るとすれば、華僑・華人、そして印僑のネッ
トワークの伸張を、熱帯独自の論理に適応し
た歴史的事実として読み直すことも可能で
あろう。 
 温帯で形成された制度と技術を移植して
工業化に成功した近代日本は、熱帯の自然循
環を理解していたわけではないだろう。しか
しながら、そうであるがゆえに、近代日本は、
熱帯の資源や市場に依存するときには、熱帯
を熟知していた華僑・華人のネットワークに
依存せざるを得なかった。熱帯には世界人口
の約半分が居住しており、熱帯の将来は人類
史のなかでは、決定的に重要である。 
 本研究は、ジャワを拠点にした華僑・郭春
秧との協働をとおして、事業を展開した日本
人実業家の堤林数衛の軌跡を検討すること
で、熱帯の生存基盤の学知に貢献する。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、熱帯地域を拠点とした華
僑・華人のネットワークと、それに依存して
経済活動を展開した日本人実業家の活動を
通して、「熱帯」圏における生存持続戦略に
考察を加えることにある。対象とする時代は、
日露戦争後（1905 年）から 1937 年までの日
本の戦前期である。熱帯を取り上げる中では、
特に旧オランダ領東インドのジャワを念頭
においていた。 
 本研究で取り上げる対象は、堤林数衛とい
う日本人実業家である。堤林は、ジャワを中
心に経済活動を展開した華僑（台湾籍民）の
郭春秧との関係をとおして、ジャワの日本人
社会の中枢にいた人物であった。堤林は、ジ
ャワ現地人が認識する熱帯的空間と、そのな
かを伸張した華僑・華人ネットワークに依存
して事業を展開した。 
 堤林数衛が残した文書類を通して、戦前期
の熱帯における日本人社会の形成と人の移
動を通した生存戦略を考察し、熱帯の生存基
盤の学知に検討を加えることが、本研究の目
的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、ジャワを拠点に、華僑との協働
をとおして事業を展開した、堤林数衛の軌跡
を検討し熱帯地域における日本人社会の検
討することにある。堤林数衛関係資料は、台
湾の中央研究院台湾史研究所に寄贈され、そ
の整理が行なわれていた。そして、新庄市立

図書館、新庄市ふるさと記念館などに所蔵さ
れている堤林関係文書の存在が判明してい
る。それゆえ、研究の方法として、以下の三
段階で進められた。 
 
① 中央研究院台湾史研究所に所蔵されて

いる堤林数衛関係資料を閲覧の上、目録
作成・マイクロ化を行なう。マイクロ化
と平行して堤林数衛の『日記』（昭和 5
～12 年まで）の翻刻を行なう。 

 
② あわせて、台湾史研究所の鍾淑敏氏の協

力を得て台湾内における資料を調査す
る。それは、おもに東南（東）アジア地
域（特に現在のジャワ）で活躍した日本
人・華僑・台湾籍民関係の資料である。
以上を実施して、収集した新規資料の目
録化を行なう。 

 
③ 日本、台湾、ジャカルタ関係の資料の横

断的な資料目録を作成する。そのうえで、
熱帯を拠点にした華僑・華人のネットワ
ークと、それに依存した日本人実業家の
活動を通して、「熱帯」圏における生存
持続戦略に考察を加える 

 
４．研究成果 
 本研究は、中央研究院台湾史研究所や新庄
市立図書館等に所蔵された堤林数衛関係文
書を使って、蘭領ジャワまで拡がる堤林のビ
ジネス・ネットワークのみならず、戦前期の
ジャワにおける台湾籍民や華僑の実情、そし
て日本の「熱帯」認識も検討した。 
 この作業の過程で、植民地期台湾の財界の
中心的人物であった三好徳三郎の残した史
料群の『三好徳三郎関係資料』や『旧台湾銀
行文書』を発見し、日本―台湾―東南アジア
とのネットワークに関する将来的な研究可
能性をひろげることができた。両文書とも、
資料目録を作成した。 
 また、本研究を通して、とりわけ台湾の中
央研究院台湾史研究所の鍾淑敏氏との緊密
な協力関係をつくることができたのは、次の
研究計画につながる大きな成果の一つであ
る。 
 三年間に行なった主要な研究会活動とし
て、以下のような国際ワークショップが 4回
という成果である。他の研究プロジェクトと
の共催によって、国内外の多くの研究者と情
報を交換し、議論を展開することができた。 
 
① アジア植民地都市史国際ワークショッ

プ Jakarta's Past-Space, Ethnicity 
and Urban Development (JSPS 基盤研究
A「グローバル化時代のアジア・ネット
ワークと地域社会変容―ジャワ海港都
市を事例として（代表・籠谷直人）」、総
合地球環境学研究所研究プロジェクト
「メガシティが地球環境に及ぼすイン
パクト（代表：村松伸）」、京都大学東南



アジア研究所共同研究「居住区分に基づ
いたジャカルタ大都市圏における建造
環境の構造分析（代表：林憲吾）」と共
催）、京都大学人文科学研究所、2013 年
4月 3日 

 
② 第3回在台湾日本語関係資料ワークショ

ップ（人間文化研究機構「日本関連在外
資料の調査研究」プロジェクト研究カテ
ゴリーＢ「植民地期台湾・「南洋」にお
ける日本人社会に関する資料の調査・研
究（代表：籠谷直人）」と共催）、京都大
学人文科学研究所、2014 年 2月 22 日 

 
③ 台湾銀行データベース『臺灣銀行所蔵日

治時期文書』公開記念ワークショップ
（人間文化研究機構「日本関連在外資料
の調査研究」プロジェクト研究カテゴリ
ーＢ「植民地期台湾・「南洋」における
日本人社会に関する資料の調査・研究
（代表：籠谷直人）」、JSPS 基盤研究 A「グ
ローバル化時代のアジア・ネットワーク
と地域社会変容―ジャワ海港都市を事
例として（代表・籠谷直人）」と共催）、
2015 年 3月 7日 

 
④ 「堤林数衛文書選輯」出版記念ワークシ

ョップ（仮）（山形県新庄市と共催）、新
庄市、2015 年 10 月（予定） 
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